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研究課題名「加齢黄斑変性症例における高容量アフリベルセプト治療と前房水

中サイトカインの変化および予後予測因子の研究」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象は、以下のいずれかに該当し、かつ本研究の内容について文書による同意

を得た方とします。対象者の組み入れは、実施承認日から 2028 年 6 月までの期間に名古

屋大学医学部附属病院において行われます。 

• 疾患群：加齢黄斑変性と診断され、臨床的判断に基づき高容量アフリベルセプト治

療を受ける予定の患者 

• コントロール群：白内障等の眼科手術を受ける予定で、術中に前房水の採取が可能

な患者 

また、以下の先行研究において、本研究と同様に加齢黄斑変性に対して高容量アフリベ

ルセプトが投与された症例、あるいは白内障手術時に前房水の採取が行われた症例にお

いて取得された試料および関連情報の一部を、本研究に組み込み解析対象とする予定で

す。 

• 2021-0474「抗血管内皮増殖因子薬が前房内に与える影響の解明」 

• 2024-0150「加齢黄斑変性症例における前房水中サイトカイン濃度の特徴と治療後

の変化」 

 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

今回の目的は新生血管型加齢黄斑変性に対する高容量アフリベルセプト治療の有効性

を検討することです。また、治療開始時に採取した前房水中サイトカイン濃度を解析

し、視力、中心網膜厚、病変領域の改善度などの臨床転帰との関連性を明らかにする

ことで、予後予測因子の探索を行います。さらに、白内障手術を受ける正常眼をコン

トロール群として、nAMD 症例との前房水中サイトカイン濃度を比較解析し、疾患特

異的なサイトカイン変化の同定を試みます。 

 

 

研究方法： 

硝子体内薬注射、眼科手術を受ける、もしくは受けた患者さんを対象とします。硝子体内注

射もしくは白内障手術など眼科手術を受ける際に前房穿刺を行ない、前房液を採取します。



 

 

 

前房穿刺は抗 VEGF薬の注射をしたことによる眼圧上昇を予防する観点でその有効性が報告

されています。本研究の参加・不参加に関係なく前房穿刺が行われることがありますが、そ

の場合、前房液はそのまま廃棄されます。今回は、その前房液を廃棄せずに研究に使用しま

す。具体的には、前房内サイトカイン（FGF-2、IL-10、IFN-γ、IL-12ｐ40、IL-6、IL-8、

MCP-1、TNF-α、VEGF、IL-１β）、その他のタンパク質濃度を測定します。白内障手術既往

の有無、抗 VEGF薬注射を受ける原因となった疾患の重症度、眼圧、眼手術歴、全身の既往

歴を記録し統計学的分析を行います。なお、本研究は 2022年 3月より開始された先行研究

に同意のうえ参加した患者さんの検体および情報も対象とし、これらを継続的に活用いた

します。研究対象者のデータや検体から氏名等の個人情報を削り、代わりに新しく符号又は

番号をつけて非識別化を行います。研究対象者と、この符号（番号）を結びつける対照表は

外部に漏れないように厳重に保管します。 

対照表は、紙に記載してあるものは鍵の掛かる眼科医局の棚に保管し、データはパスワー

ドロックのかかる HDDに保存し、対照表とは別の、鍵の掛かる眼科医局の棚で保管します。 

研究に関するデータを取り扱う際は、患者さんの個人情報保護に最大限の努力を払いま

す。 

また、試料・情報を他の研究を行う機関に提供し、提供時には特定されない将来の研究に

試料・情報が利用される可能性があります。 

本研究は、関連企業からアカデミア提案型臨床研究費として研究資金の提供を受けて実

施されています。ただし、これらの支援は本研究を円滑に進めるためのものであり、研究の

内容や結果に影響を与えるものではありません。研究計画書の作成、研究デザインの決定、

データの収集、解析手法の選定、結果の解釈、ならびに論文等での公表に至るまで、すべて

のプロセスは研究責任者および研究実施機関が独立して行います。関連企業からの助言や

指導、また研究結果に対する評価・解釈への関与は一切ありません。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦）   2028 年  12 月  31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：年齢・身長・体重・性別・視力・眼圧・視野検査結果・網膜光干渉断層計（OCT）

の結果・治療歴等 

試料：前房水 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 



 

 

 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先：研究責任者 

名古屋大学医学部附属病院眼科 

病院助教・武内 潤 

名古屋市昭和区鶴舞町 65番地 

tel: 052-744-2277 

fax: 052-744-2278 

e-mail: takeuchi.jun@med.nagoya-u.ac.jp 

 


